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演題名 褥瘡予防における、仙骨部位圧の減少

施設名 熱川温泉病院
(ふりがな)

発表者（職種） 本山
もとやま

　命
まこと

　（看護師）

改善の指標と
その目標値

(指   標)　仙骨部位圧　(パームQを使用し測定)

(目標値)　30mmhg以下

(ふりがな)

チーム名 熱川温泉病院健康推進部褥瘡課予防対策係特捜班
あたがわおんせんびょういんけんこうすいしんぶじょくそうかよぼうたいさくかかりとくそうはん

分類 ①診断・治療･ケアの質の向上をめざすもの

取り組種別 問題解決型

改善しようとした
問題課題

昨年度、TQM活動では院内褥瘡発生を低減させるべく、ラウンドを強化し対策に取り組んだ結果、前年度24件
から15件まで減らすことができた。しかし、TQM活動期間中の発生は1件のみであったが、残り5か月間で8件
の発生があった。
褥瘡委員会のみの活動では限界があると考え、スタッフ教育を強化することとした。
褥瘡好発部位である、仙骨部位圧を減少させることで褥瘡発生を減少させようと考え、テーマを決定した。

実施した対策

①褥瘡部位圧研修　(看護部：除圧ポジショニングをメインに　　リハ部：褥瘡基礎をメインに)
②現場指導　(指導場所　各部署・予防・ポジショニングラウンド)
③ポジショニングラウンド・予防ラウンド　(部位圧測定を実施フィードバック　1回/月/8.9.10月実施)
④ポスター喚起　(褥瘡関連をわかりやすく簡単に提示し周知)
追加対策
⑤褥瘡関連内容を、師長主任会で共有しフィードバックを依頼
⑥個別指導

改善指標の
対策実施

前後の変化

（実施前）　仙骨部位圧　45.54mmhg

（実施後）　仙骨部位圧　16.43mmhg

歯止めと
標準化

標準化：褥瘡関連のポスター喚起周知を1回/3ヶ月実施　(わかりやすく・みやすく・簡単に)
教育：褥瘡に関する勉強会　2回/年　(知識・技術・体験型・外国人職員向け)
管理①：ポジショニングラウンド・予防ラウンド　1回/月+不定期(依頼によって)　フィードバックを行う
管理②：師長主任会でアウトカム、発生誘因、予防対策を共有し各病棟で振り返ってもらう

活動の種類
※複数選択可

①職場単位の活動

チーム
メンバー
（職種）

③テーマに合わせて形成したチーム活動 鈴木　美里 作業療法士

土屋　花実 理学療法士

根本　裕子 准看護師

本山　命 看護師

活動の場
※複数選択可

①診療部門 藩　氷氷 看護師

太田　学 介護福祉士

木村　良美 介護士

渡部　美穂 看護師

活動期間 2021年5月　～　12月

リーダー名
（職種）

根本　裕子　(准看護師)

活動回数 20 回
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【テーマ選定理由と背景】

【現状把握】

【目標設定】

【目標設定】

【要因解析】
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【要因解析】

【対策の立案と実施】
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【効果の確認】

【標準化と管理の定着】

【反省と今後の進め方】
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